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三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

�

Ｑ　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
触
れ
合
え
る
今
後
の
応
援
企
画
は
。

Ａ　

10
月
26
日
に
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

戦
で
、
県
が
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
ブ
ー
ス
で
行
う
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
応
援
Ｐ
Ｒ
に
合
わ
せ
、

市
も
ホ
ー
ム
戦
の
誘
客
、
当
該
企
画
の
広
報
に
努
め
る
。

　

11
月
上
旬
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
男
女
日
本

代
表
の
直
前
合
宿
に
、
広
く
見
学
を
呼
び
か
け
子
ど
も

た
ち
が
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
を
体
験
で
き

る
機
会
を
検
討
し
た
い
。
加
え
て
、

横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
の
掲
示
、
関
係

機
関
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
、
応
援
機

運
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

�

Ｑ　

異
常
な
高
温
に
よ
る

モ
モ
へ
の
障
害
や
渇
水
被
害
に
対
す
る

農
家
へ
の
支
援
策
は
。

Ａ　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
異
常
気
象
が
発
生
し
、

果
樹
農
家
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
、

気
候
変
動
適
応
型
農
業
支
援
事
業
を
構
築
し
、
渇
水
被

害
対
策
の
た
め
の
井
戸
掘
削
や
猛
暑
な
ど
か
ら
農
作
物

を
保
護
す
る
た
め
の
自
動
か
ん
水
装
置
、
細
霧
冷
房
装

置
の
導
入
な
ど
に
係
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

極
端
化
す
る
気
象
へ
の
対
策
の
必
要
性
や
支
援
策
を
生

産
者
に
周
知
し
、
気
候
変
動
対
策
を
推
進
す
る
。
さ
ら

に
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、
高
温
耐
性
型
品
種
の
開
発

を
加
速
す
る
よ
う
県
へ
の
要
望
を
続
け
る
。

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

　�

Ｑ　

自
衛
隊
員
の
集
団
市

街
歩
行
訓
練
が
市
民
に
不
安
や
恐
怖

を
与
え
て
お
り
、
訓
練
時
に
事
前
報
告

を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。  

Ａ　
福
島
駅
周
辺
で
の
市
中
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
行
事
は
、

自
衛
隊
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
安
心
感
の
醸
成
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
へ
の
後
援
依
頼
と
合
わ
せ
事

前
に
自
衛
隊
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
。
市
内
道
路

で
の
歩
行
訓
練
は
、
警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請
を

経
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
安
全
面
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
事
前
報
告
を
求
め
る
考

え
は
な
い
が
、
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
駐

屯
地
へ
確
認
し
、
状
況
を
把
握
の
う
え
説
明
し
て
い
く
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容
　
掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継
　
　
各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

浦う
ら
の野　

洋よ
う
た
ろ
う

太
朗

�

Ｑ　

今
後
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の

展
開
と
課
題
は
。

Ａ　

業
務
見
直
し
と
合
体
し
た
革
新
と
捉
え
、
的
確
な

情
報
収
集
と
伝
達
共
有
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
、
発
災
前
の
気
象
情

報
や
河
川
水
位
な
ど
の
情
報
か
ら
、
避
難
所
の
開
設
受

け
入
れ
、
被
災
状
況
の
把
握
、
被
災
者
支
援
ま
で
の
デ
ー

タ
が
一
連
で
流
れ
る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た
運
用
を

検
討
し
て
い
く
。
防
災
Ｄ
Ｘ
は
、
職
員
の
負
担
軽
減
、

的
確
な
対
応
、
人
口
減
少
下
で
の
体
制
確
保
に
つ
な
が

る
が
、
課
題
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
対
応
を
研
究

し
て
い
く
。

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

�

Ｑ　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
処
理
施
設

へ
セ
ン
サ
ー
や
散
水
設
備
と
組
み
合
わ

せ
た
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ

と
へ
の
見
解
と
こ
れ
ま
で
の
予
防
策
は
。  

��

Ａ　

資
源
に
で
き
な
い
埋
め
る
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ

た
場
合
、
資
源
化
工
場
で
破
砕
な
ど
の
処
理
が
な
さ
れ

る
た
め
、
火
災
報
知
器
と
連
動
す
る
散
水
設
備
、
酸
素

濃
度
を
低
下
さ
せ
る
蒸
気
防
爆
装
置
の
装
備
な
ど
、
防

火
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
安
定
的
、
持
続
的
な
ご

み
処
理
機
能
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
分
別
回
収
の
取

り
組
み
と
合
わ
せ
、
施
設
の
更
新
や
大
規
模
改
修
に
合

わ
せ
た
施
設
整
備
な
ど
、
実
効
性
の
高
い
防
火
対
策
に

引
き
続
き
努
め
る
。菅す

が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

��

Ｑ　

鎌
田
地
区
の
丸
子
堰
、

本
内
堰
の
用
水
路
越
水
被
害
は
、
水
門

管
理
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、

雨
水
の
緊
急
放
水
路
、
一
時
貯
留
施
設

を
設
置
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

浸
水
被
害
軽
減
に
は
、
流
す
対
策
に
加
え
、
遅
ら

せ
る
対
策
も
必
要
で
あ
り
、
一
時
貯
留
施
設
は
有
効
な

手
法
で
あ
る
た
め
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
る
た
め
、
行
政
だ
け
で

な
く
民
間
で
も
貯
留
施
設
や
浸
透
桝
な
ど
の
設
置
な
ど
、

官
民
共
創
に
よ
る
流
出
抑
制
の
促
進
が
必
要
と
考
え
る
。

鎌
田
地
区
に
お
い
て
も
、
流
す
対
策
の
ほ
か
、
遅
ら
せ

る
対
策
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
、
官
民
共
創
に
よ
り

流
域
全
体
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
。
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小お

の野　

京き
ょ
う
こ子 

�

Ｑ　

市
立
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
再
編
成
方
針
の

基
本
的
考
え
方
は
。

Ａ　

市
立
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
役
割
と
し
て
質
を

さ
ら
に
高
め
る
拠
点
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
休
日
・

病
児
保
育
な
ど
の
提
供
、
教
育
・
保
育
の
受
け
皿
確
保

と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
区
域
ご
と
に
拠
点
施

設
を
設
置
し
、
築
50
年
以
上
の
老
朽
施
設
は
統
廃
合
し
、

再
整
備
も
し
く
は
民
間
施
設
へ
機
能
を
移
す
。
さ
ら
に
、

ニ
ー
ズ
と
定
員
が
見
合
う
よ
う
施
設
の
定
員
を
調
整
し
、

子
ど
も
の
育
ち
に
必
要
な
集
団
を
作
れ
る
規
模
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
市
立
幼
稚
園
を
統
廃
合
し
、
認
定
こ
ど

も
園
化
ま
た
は
民
間
施
設
へ
機
能
を
移
す
。

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

�

Ｑ　

不
登
校
の
子
ど
も
と

親
の
支
援
に
つ
い
て
、
介
護
休
業
制
度

の
よ
う
な
不
登
校
休
業
制
度
の
創
設
、

看
護
休
暇
の
拡
充
な
ど
育
児
と
仕
事
の

両
立
に
対
す
る
支
援
が
早
急
に
求
め
ら

れ
る
が
、
見
解
は
。

Ａ　

不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
は
、
我
が
子
の

将
来
へ
の
不
安
や
仕
事
と
の
関
係
な
ど
、
多
く
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。
保
護
者
対
象
の
新
た
な
休
業
制
度
な

ど
は
国
に
お
い
て
検
討
・
整
備
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
本
年
４
月
に
育
児
・
介
護
休
業
法
に
お
け
る
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
関
す
る
判
断
基
準
が
見

直
さ
れ
、
子
ど
も
が
不
登
校
に
至
る
事
例
も
国
会
で
議

論
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

佐さ
は
ら原　

真ま

き紀

�

Ｑ　

子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
、
環
境
に
配
慮
し
た
地

域
づ
く
り
の
観
点
で
、
制
服
リ
ユ
ー
ス

に
対
す
る
考
え
は
。

Ａ　

制
服
の
リ
ユ
ー
ス
は
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
だ
け

で
な
く
、
資
源
の
有
効
活
用
や
ご
み
の
削
減
、
地
域
の

共
助
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
も
つ

な
が
り
、
有
益
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
団
体
な
ど
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
活
動
が
行

わ
れ
、
自
主
的
な
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
お
り
、
市
民

が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
後
押

し
、
企
業
と
の
連
携
の
可
能
性
も
含

め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

二に
か
い
ど
う

階
堂　

利り

え枝

�

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
が
農
業

に
関
心
を
持
つ
た
め
、
中
学
校
で
農
業

に
特
化
し
た
部
活
動
の
設
置
、
地
域
と

連
携
し
野
菜
、
果
物
や
米
な
ど
を
育
て

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

地
域
の
協
力
を
得
て
、
米
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を

育
て
る
体
験
は
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
、
楽
し
さ
や
や

り
が
い
を
実
感
し
、
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り
の
醸
成
、

食
育
推
進
へ
の
寄
与
、
農
業
と
科
学
の
密
接
な
関
係
の

理
解
な
ど
、
教
育
的
価
値
の
高
い
活
動
で
あ
る
。
多
く

の
学
校
で
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
体
験
を
行
っ
て
い

る
。
部
活
動
の
設
置
は
、
自
主
的
、
自
発
的
な
活
動
で

あ
り
、
活
動
場
所
と
指
導
者
の
確
保
な
ど
の
要
件
を
踏

ま
え
、
各
学
校
が
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

�

Ｑ　

四
季
の
里
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
、
運
営
方
針
、
施
設
活
用
方
針

に
つ
い
て
、
今
後
の
進
め
方
は
。

Ａ　

開
園
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
様
々
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
。
新
た
な
視
点
で
運
営
す
る
た
め
、
実
湧
満
彩

な
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
め
る
公
園
と
し
整
備
を
図
る
。

農
業
に
関
す
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
や
定
期
的
な

朝
市
な
ど
を
実
施
し
、
福
島
ら
し
さ
を
生
か
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
の
展
開
、
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
食
事
や
軽
食

が
取
れ
る
場
所
の
整
備
、
子
ど
も
遊
び
場
の
充
実
を
図

る
。
空
き
施
設
は
、
運
営
事
業
者
を
募
集
し
、
民
間
事

業
者
の
知
見
を
生
か
し
て
施
設
全
体
の
充
実
を
図
る
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

�

Ｑ　

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器

購
入
に
お
い
て
、
難
聴
と
認
知
機
能
低

下
と
の
関
連
に
つ
い
て
本
市
も
調
査
研
究

に
よ
り
状
況
を
掴
む
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
令
和
５
年
調
査
で
は
、
耳
の
聞
こ
え
の
項
目
で
高

齢
者
約
３
千
人
の
４
・
２
％
、
１
２
５
人
が
補
聴
器
使

用
、
１３
・
５
％
、
３
９
８
人
が
聞
こ
え
で
困
っ
て
い
る

と
回
答
を
頂
い
た
。
補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
自
治
体

は
、
難
聴
と
認
知
機
能
低
下
の
関
連
性
に
関
す
る
独
自

基
準
は
特
に
な
く
、
対
象
要
件
を
聴
力
な
ど
に
定
め
実

施
し
て
い
る
。
難
聴
と
認
知
機
能
低
下
の
関
連
性
は
、

全
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
国
に
よ
る
究
明
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
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七な
な
し
ま島　

奈な

お緒

　�

Ｑ　

移
住
促
進
に
向
け
、

関
係
人
口
の
創
出
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
や
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
都
市
ブ
ラ
ン
ド
向

上
な
ど
に
よ
り
関
係
人
口
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

積
極
的
に
対
外
へ
と
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
都
市
ブ

ラ
ン
ド
の
向
上
に
努
め
、
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
、

新
産
業
の
創
出
、
賑
わ
い
づ
く
り
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
、
Ｄ
Ｘ
の
ほ
か
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
里
づ
く
り
や
納
豆
の
ま

ち
ふ
く
し
ま
な
ど
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
次
世
代
を
育
み
や
す
い
ま
ち
、
個
性
的
な

も
の
が
躍
動
す
る
面
白
い
ま
ち
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
を
進
め
、
関
係
人
口
創
出
を
図
る
。

議会の運営などに関する協議や調整を行う
ために各種検討会を設置しています

議会改革検討会
　今後の議会のあり方及び議会に係る諸課題や議会基
本条例の施行状況の確認、検討を行います。

座　長
羽田　房男（副議長　市民21）

副座長
小松　良行（真政会）

委　員
川又　康彦（真結の会）
小野　京子（公明党）

沢井　和宏（市民21）
山田　　裕（日本共産党）

※議会基本条例の施行状況についてはこちらから⇒

各議員の氏名の下にある二次元コード
から市議会HPの録画映像をご覧いた
だけます。
（公開期間は11月末日まで）

録画中継は
こちらから▼

市議会傍聴マスコットを
紹介します　

政務活動費検討会
　議員の調査研究その他活動に資するため必要な経費
の一部として交付される政務活動費のあり方や諸課題
について検討を行います。

座　長
羽田　房男（副議長　市民21）

副座長
丹治　　誠（公明党）

委　員
七島　奈緒（真政会）
遠藤　幸一（市民21） 

根本　雅昭（真結の会）
佐々木　優（日本共産党）

※政務活動費についてはこちらから⇒

議会活動推進検討会
　市議会だよりやホームページをはじめとした議会広
報の充実や議会図書室の管理、議会活動のペーパーレ
ス化やICT化の推進など、議会活動を推進するための
協議、検討を行います。

座　長
羽田　房男（副議長　市民21）

副座長
村山　国子（日本共産党）

委　員
佐藤　　勢（真政会）
佐原　真紀（市民21）

菅原美智子（真結の会）
高木　直人（公明党）

※市議会の広報はこちらから⇒

　福島市議会では、８月から本会議
を傍聴する方へ傍聴パスポートをお
渡ししております。なお、パスポー
トには、生成ＡＩにより作成したマ
スコットキャラクターがデザインさ
れております。
　マスコットは、市の鳥であるシジュ
ウカラをモチーフとしております。

※詳しくは、裏表紙（８頁）をご覧く
ださい。

シジュウカラきくちゃん
（市中から）

シジュウカラきくぞー
（市中から）

シジュウカラきくよ
（市中から）


